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「国土交通フォーカス」とは

◆安全・安心の確保

①防災意識社会への転換

②交通の安全・安心の確保に向けた取組の強化

③ハード・ソフトを組み合わせた高速道路・生活道路の安全対策

④災害の防止や安全・円滑な交通の確保に向けた無電柱化の推進

⑤ハード・ソフト両面から取り組む駅ホームにおける安全性向上

⑥海の安全を創る～安全で効率的な海上活動の実現に向けて～

コラム① 逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

◆生産性向上の推進等による経済成長力の強化

⑦i-Constructionの深化

⑧クルマのICT革命～自動運転×社会実装～

⑨物流イノベーション

⑩タクシー・バスにおける生産性・利便性向上

⑪海事産業の発展とそれを支える人材育成～海事生産性革命の深化～

⑫クルーズ新時代実現のための取組の深化

⑬世界最高水準の空港サービスの実現

⑭観光先進国実現に向けた観光基盤の拡充・強化

/観光産業の革新と観光資源活性化

⑮陸・海のデータ活用・オープン化の推進

⑯気象ビジネス市場の創出・拡大～気象データの利活用促進～

⑰ 「質の高いインフラ」の海外展開～海外進出を強力に推進するための体制強化～

⑱建設業における働き方改革～労働環境の改善、担い手の確保・育成～

⑲自動車運送事業等における働き方改革

コラム② タクシー事前確定運賃の実証実験結果

◆社会の活力や生活の質の向上に資する地域づくり
⑳東京オリパラ大会を契機としたバリアフリーの推進

㉑コンセッション事業の導入促進

㉒環境イノベーション

㉓低未利用不動産の活用イノベーション

㉔島風構想～島からの風を島への新しい風の流れに～

㉕震災の記憶や歴史・文化を継承するための公園等の整備

㉖魅力ある観光地創出に向けた道路環境整備

㉗官民連携による国際交流拠点開発

㉘安全で快適な自転車利用環境の創出

コラム③ つるおかランド・バンクの取組
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「国土交通フォーカス」とは

○ 国土交通省は、被災地の復旧・復興、防災・減災対策、社会資本
の老朽化への対応、我が国の主権と領土・領海の堅守等の国民生
活の安全・安心の確保、ストック効果を高める戦略的な社会資本整
備、観光先進国実現に向けた取組、インフラの国際展開等の我が
国の持続的な経済成長に向けた施策や、魅力ある地域づくり等、広
範な分野にわたって重要な政策を展開しています。

○ このような多様な政策フィールドを有する国土交通省ですが、今般
発行する「国土交通フォーカス」は、国土交通省の様々な取組を紹
介するための施策集として、新年度に実施する施策のうち、一定の
テーマに沿って、“新規性があり、かつ、工夫度の高い”ものに“焦
点”（フォーカス）を絞って選定し、作成することとしたものです。

○ 国土交通省では、平成28年を「生産性革命元年」、平成29年を
「前進の年」と位置付け、生産性向上の取組を進めてきました。そし
て３年目である平成30年は生産性革命「深化の年」と位置付け、こ
れまで実施してきた個々の取組を更に具体化・強化するとともに、生
産性革命の基礎にある「小さなインプットでも、できるだけ大きなアウ
トプットを生み出す」という考え方を国土交通行政のあらゆる政策分
野に浸透させていく方針です。

○ 初回として、平成30年度の施策を対象とする｢国土交通フォーカス
2018｣については、このような方針も踏まえて、“イノベーションの推
進”による、①安全・安心の確保、②生産性向上の推進等による経
済成長力の強化、③社会の活力や生活の質の向上に資する地域
づくり、をテーマとしました。

○ 「国土交通フォーカス2018」が、国土交通行政への御理解を深め
ていただく機会となれば幸いです。
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